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「
う
ら
を
見
せ
お
も
て
を
見
せ

て
ち
る
も
み
じ
」
は
、
良
寛
の
句

で
あ
る
。
日
に
照
ら
さ
れ
る
紅
葉

に
は
、
花
で
は
味
わ
う
こ
と
の
で

き
な
い
華
麗
さ
が
あ
る
。
人
は
華
や
か
な

も
の
、
立
派
な
も
の
で
表
面
を
飾
り
た
が

る
が
、
表
も
裏
も
、
建
て
前
も
本
音

も
、
す
べ
て
を
見
せ
て
紅
葉
は
散
っ

て
い
く
。

　

良
寛
は
晩
年
、
腸
を
患
っ
て
か
、
糞

便
の
汚
れ
の
中
で
死
ん
で
い
っ
た
。

そ
う
し
た
な
か
で
、
そ
ば
近
く
仕
え

て
い
た
貞
心
尼
の
歌
に
こ
た
え
た
一

句
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
人
間
と
し
て

の
悲
惨
と
高
貴
が
表
裏
と
な
っ
て
宙
に
ま

う
思
い
を
さ
せ
ら
れ
る
。

　
「
落
葉
の
美
学
は
別
離
の
ド
ラ
マ
で
あ

る
」
と
い
っ
た
人
が
い
る
。

　

秋
の
静
か
な
午
後
な
ど
、
大
ぶ
り
な
桐

の
枯
葉
が
一
枚
、
風
も
な
い
の
に
枝
を
は
な

れ
て
落
ち
て
く
る
。色
鮮
や
か
な
紅
葉
と
は

違
っ
た
お
も
む
き
が
あ
る
。「
桐
一
葉
落
ち

て
天
下
の
秋
を
知
る
」
と
い
う
の
は
、
中
国

の
古
い
言
葉
で
あ
る
。ふ
と
一
枚
の
枯
葉
が

落
ち
る
の
を
見
る
こ
と
で
秋
を
感
じ
と
る
。

人
生
な
ど
の
凋
落
の
前
兆
を
知
る
と
い
う

こ
と
に
も
使
わ
れ
た
り
す
る
。

　

免
疫
学
者
の
多
田
富
雄
さ
ん
に
よ
る
と
、

葉
が
落
ち
る
の
は
、
風
が
吹
い
た
か
ら
で

も
、
目
方
が
重
く
な
っ
た
か
ら
で
も
な
い
。

葉
の
付
け
根
に
あ
る
細
胞
が
、
秋
と
い
う

季
節
の
気
配
を
察
知
す
る
と
、
か
ね
て
組

み
込
ま
れ
て
い
る
遺
伝
子
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

働
い
て
、
み
ず
か
ら
死
ん
で
ゆ
き
、
そ
し
て

枯
葉
と
な
っ
て
落
ち
て
く
る
。

　

樹
木
が
生
命
を
維
持
し
て
、
生
き
つ
づ

け
て
い
く
裏
側
で
は
、
こ
の
よ
う
な
、

ひ
っ
そ
り
と
し
た
死
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
。
考
え
て
み
れ
ば
、
落
葉
が

な
け
れ
ば
、
次
の
年
に
春
が
来
て
も
、

若
葉
が
生
え
て
く
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
何
億
年
も
の
昔
か
ら
、
季
節
ご

と
に
繰
り
返
さ
れ
る
季
節
の
別
離
の

ド
ラ
マ
で
あ
る
。

　
「
じ
ゃ
又
ね
山
川
く
る
り
桐
一
葉
」は
上

甲
平
谷
さ
ん
の
名
句
で
あ
る
。
風
も
な
い

の
に
桐
の
枯
葉
が
、
ふ
と
枝
を
は
な
れ

て
、
く
る
り
と
一
回
転
し
て
落
ち
る
。
地

上
ま
で
の
一
回
転
の
中
に
凝
縮
さ
れ
た
人

生
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

閑話休題

エ
ッ
セ
イ
ス
ト　

山
本　

兼
太
郎 

 

落 

葉
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政 策

第
１
章　

行
政
情
報
化
の
推
進
状
況

第
１
節　

電
子
自
治
体
の
推
進
状
況

１
、
電
子
自
治
体
へ
向
け
た
推
進
体
制

　

電
子
自
治
体
へ
向
け
た
推
進
体
制
に
つ

い
て
、
庁
内
横
断
的
な
情
報
化
推
進
委
員

会
等
を
設
置
し
て
い
る
団
体
は
、
都
道
府

県
に
お
い
て
は　

団
体
、
市
町
村
に
お
い

３２

て
は
１
、
０
５
４
団
体
で
あ
っ
た
。
外
部

の
有
識
者
を
招
い
た
委
員
会
等
を
設
置
し

て
い
る
団
体
は
、
都
道
府
県
に
お
い
て
は

　

団
体
、
市
町
村
に
お
い
て
は　

団
体
で

１０

７３

あ
っ
た
。

２
、Ｃ
Ｉ
Ｏ（
情
報
統
括
責
任
者
）の
任
命

状
況

　

Ｃ
Ｉ
Ｏ
（
情
報
統
括
責
任
者
）
の
任
命

に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
に
お
い
て
は　
１７

団
体
が
任
命
し
て
お
り
、
市
町
村
に
お
い

て
は
５
５
５
団
体
で
任
命
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
任
命
状
況
に
つ
い
て

は
、
都
道
府
県
で
は
「
副
知
事
」
が
９
団

体
と
最
も
多
く
、
市
町
村
に
お
い
て
は

「
助
役
」
が
３
７
４
団
体
と
最
も
多
か
っ

た
。

３
、
電
子
自
治
体
へ
向
け
た
推
進
計
画

　

電
子
自
治
体
へ
向
け
た
推
進
計
画
を
策

定
し
て
い
る
団
体
は
、
都
道
府
県
に
お
い

て
は　

団
体
、
市
町
村
に
お
い
て
は
７
２

４５

９
団
体
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
電
子
自
治
体
へ
向
け
た
各
種
計

画
等
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
に

お
い
て
は
「
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
」
が
全

団
体
と
最
も
多
く
、
市
町
村
に
お
い
て
も

「
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
」
が
３
、
０
４
０
団

体
と
最
も
多
か
っ
た
。

４
、
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
の
開
設
状
況

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
状
況
に
つ
い
て

は
、
都
道
府
県
に
お
い
て
は
全
団
体
が
開

設
し
て
お
り
、
市
町
村
に
お
い
て
は
３
、

１
５
３
団
体
で
あ
っ
た
。

５
、
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
実

施
状
況

　

行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
実
施

状
況
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
に
お
い
て

は
「
公
共
施
設
予
約
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

を
導
入
し
て
い
る
」
が　

団
体
と
最
も
多

２４

く
、
市
町
村
に
お
い
て
も
「
公
共
施
設
予

約
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
導
入
し
て
い

る
」
が
８
９
２
団
体
と
最
も
多
か
っ
た
。

６
、
電
子
申
請
・
届
出
等
の
共
同
運
営
の

実
施
状
況（
都
道
府
県
の
み
回
答
）

　

電
子
申
請
・
届
出
等
の
共
同
運
営
の
実

施
状
況
に
つ
い
て
は
、
電
子
自
治
体
推
進

の
た
め
の
都
道
府
県
及
び
市
町
村
参
加
の

協
議
会
等
を
設
置
し
て
い
る
団
体
は
、　
３４

団
体
で
あ
っ
た
。

７
、
議
会
の
電
子
化
の
実
施
状
況

　

議
会
の
電
子
化
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

は
、
都
道
府
県
に
お
い
て
は
「
本
会
議
の

審
議
日
程
・
審
議
項
目
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
る
」
が　

団
体
と
最
も
多

４５

く
、
市
町
村
に
お
い
て
も
「
本
会
議
の
審

議
日
程
・
審
議
項
目
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
る
」
が
８
６
０
団
体
と
最
も

多
か
っ
た
。

第
２
節　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

の
実
施
状
況

１
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
の
策
定
状
況

　

行
政
や
住
民
の
個
人
情
報
の
漏
洩
を
防

ぐ
た
め
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
重

要
と
な
っ
て
い
る
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ

シ
ー
の
策
定
状
況
に
つ
い
て
は
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
を
策
定
し
て
い
る
団
体

は
、
都
道
府
県
に
お
い
て
は　

団
体
、
市

３８

町
村
に
お
い
て
は
９
４
７
団
体
で
あ
っ

た
。

　

ま
た
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
対
策

の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
に

お
い
て
は
「
サ
ー
バ
室
等
の
入
退
室
管

理
」、「
サ
ー
バ
等
の
停
電
対
策
」
及
び

「
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
」が
全
団
体
と

最
も
多
く
、
市
町
村
に
お
い
て
は
「
デ
ー

タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
」
が
２
、
８
３
９
団

体
と
最
も
多
か
っ
た
。

２
、
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
実
施
状
況

　

ウ
イ
ル
ス
対
策
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

は
、
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
実
施
し
て
い
る
団

体
は
、
都
道
府
県
に
お
い
て
は
全
団
体
が

実
施
し
て
お
り
、
市
町
村
に
お
い
て
は

２
、
９
９
６
団
体
で
あ
っ
た
。

総
務
省
調
査 

町
村
の
97
％
が
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
　
70
％
が
個
人
情
報
保
護
条
例
制
定 

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
情
報
化
の
推
進
状
況

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
情
報
化
の
推
進
状
況 
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
情
報
化
の
推
進
状
況 

　

総
務
省
は
こ
の
た
び
、
平
成　

年
４
月
１
日
現
在
の
地
方
公
共
団
体
の
行
政

15

情
報
化
の
推
進
状
況
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
、「
地
方
自
治
情
報
管
理
概
要
」
と

し
て
公
表
し
た
。

　

情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
の
飛
躍
的
な
発
展
を
背
景
と
し
た
Ｉ
Ｔ
革
命
と
政

府
の
ｅ－

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
構
想
に
よ
り
、
我
が
国
の
行
政
の
分
野
も
急
速
に
デ
ジ

タ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
調
査
結
果
の
数
値
に
反
映
さ

れ
て
い
る
。
一
方
、
ハ
ッ
カ
ー
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
ネ
ッ
ト

犯
罪
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
確
立
は
急

務
と
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
自
治
体
が
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ポ
リ
シ
ー
の
策
定
、

ウ
イ
ル
ス
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情

報
の
保
護
に
つ
い
て
も
条
例
を
制
定
す
る
団
体
が
増
え
て
い
る
。

BBBBBBBBBBBBBBBB
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ま
た
、
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
実
施
内
容
に

つ
い
て
は
、
都
道
府
県
に
お
い
て
は

「
サ
ー
バ
及
び
端
末
に
お
け
る
ウ
イ
ル
ス

対
策
を
実
施
し
て
い
る
」
が
全
団
体
と
最

も
多
く
、
市
町
村
に
お
い
て
も
「
サ
ー
バ

及
び
端
末
に
お
け
る
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
実

施
し
て
い
る
」
が
２
、
８
３
７
団
体
と
最

も
多
か
っ
た
。

３
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
監
査
の
実
施
状
況

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
監
査
の
実
施
状
況
に
つ

い
て
は
、
団
体
内
部
で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
監

査
を
実
施
し
て
い
る
団
体
は
、
都
道
府
県

に
お
い
て
は
４
団
体
、
市
町
村
に
お
い
て

は
１
８
３
団
体
で
あ
っ
た
。

第
３
節　

情
報
シ
ス
テ
ム
等
の
整
備

状
況

１
、
機
器
構
成
及
び
機
器
の
整
備
状
況

　

パ
ソ
コ
ン
の
設
置
状
況
の
変
遷
に
つ
い

て
は
、
平
成　

年
４
月
時
点
に
お
け
る
パ

１５

ソ
コ
ン
の
設
置
台
数
は
、
都
道
府
県
に
お

い
て
は
４
２
６
、
６
９
２
台
で
あ
り
、
市

町
村
に
お
い
て
は
９
２
４
、
９
１
５
台
で

あ
る
。

　

機
器
構
成
及
び
機
器
整
備
状
況
に
つ
い

て
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
所
在
に
つ
い
て
、
都

道
府
県
に
お
い
て
は
本
庁
が
１
４
９
、
５

２
１
台
、
出
先
機
関
が
２
７
７
、
１
７
１

台
と
な
っ
て
お
り
、
市
町
村
に
お
い
て
は

本
庁
が
６
１
９
、
７
９
６
台
、
出
先
機
関

が
３
０
５
、
１
１
９
台
と
な
っ
て
い
る
。

外
部
へ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接
続
の
パ
ソ
コ

ン
台
数
は
都
道
府
県
に
お
い
て
は
３
４

４
、
１
７
１
台
、
市
町
村
に
お
い
て
は
４

８
５
、
７
４
０
台
で
あ
る
。

　

総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ

Ｎ
）
に
接
続
し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
は
、
都

道
府
県
に
お
い
て
は
２
７
２
、
９
２
０

台
、
市
町
村
に
お
い
て
は
８
０
、
０
９
５

台
で
あ
る
。

２
、
電
算
処
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
状
況

　

電
算
処
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
状
況
に
つ

い
て
は
、
都
道
府
県
に
お
い
て
は
「
人
事
・

給
与
シ
ス
テ
ム
」、「
法
人
事
業
税
シ
ス
テ

ム
」
及
び
「
自
動
車
税
シ
ス
テ
ム
」
が
全

団
体
と
最
も
多
く
、
市
町
村
に
お
い
て
は

「
住
民
記
録
シ
ス
テ
ム
」
が
３
、
０
１
３
団

体
と
最
も
多
か
っ
た
。

３
、
全
庁
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
状
況

　

全
庁
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

は
、
全
庁
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
構
築
し
て
い
る
団
体

は
都
道
府
県
に
お
い
て
は
全
団
体
、
市
町

村
に
お
い
て
は
２
、
９
１
９
団
体
で
あ
っ

た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
外
部
接
続
先
に
つ
い

て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
が
、

都
道
府
県
に
お
い
て
は　

団
体
、
市
町
村

４４

に
お
い
て
は
２
、
３
５
１
団
体
、
国
の
機

関
と
の
接
続
が
、
都
道
府
県
に
お
い
て
は

　

団
体
、
市
町
村
に
お
い
て
は
５
１
６
団

３６体
、
他
の
地
方
公
共
団
体
へ
の
接
続
が
、

都
道
府
県
に
お
い
て
は　

団
体
、
市
町
村

２９

に
お
い
て
は
５
５
７
団
体
、
市
町
村
内
の

公
共
施
設
へ
の
接
続
が
、
都
道
府
県
に
お

い
て
は　

団
体
、
市
町
村
に
お
い
て
は

１５

１
、
５
４
０
団
体
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
利
用
さ
れ
て
い
る
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
機

能
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
（
通

信
プ
ロ
ト
コ
ル
（
通
信
を
す
る
と
き
の
約

束
事
）
Ｔ
Ｃ
Ｐ
・
Ｉ
Ｐ
を
は
じ
め
と
す
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
標
準
の
技
術
を
応
用
し

庁
内
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
構
築
す
る
こ

と
。
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
図
ら
れ
、
現
在
主

流
の
シ
ス
テ
ム
構
築
法
。）の
機
能
を
有
す

る
地
方
公
共
団
体
が
、
都
道
府
県
に
お
い

て
は
全
団
体
、
市
町
村
に
お
い
て
は
２
、

２
６
７
団
体
、
電
子
メ
ー
ル
を
有
す
る
団

体
が
、
都
道
府
県
に
お
い
て
は
全
団
体
、

市
町
村
に
お
い
て
は
２
、
６
７
０
団
体
、

電
子
掲
示
板
を
有
し
、
情
報
を
共
有
し
て

い
る
団
体
が
、
都
道
府
県
に
お
い
て
は
全

団
体
、
市
町
村
に
お
い
て
は
２
、
３
３
１

団
体
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

い
る
団
体
が
、
都
道
府
県
に
お
い
て
は　
２２

団
体
、
市
町
村
に
お
い
て
は
８
３
９
団
体

で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
に
追
加
し
て
、
最
近
Ｖ

ｏ
Ｉ
Ｐ
（
通
信
プ
ロ
ト
コ
ル
Ｔ
Ｃ
Ｐ
・
Ｉ

Ｐ
の
機
能
を
利
用
し
て
音
声
デ
ー
タ
を
送

受
信
す
る
技
術
。
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
回
線
を
用
い

て
内
線
電
話
と
し
て
利
用
す
る
た
め
電
話

代
が
無
料
に
な
る
。）の
技
術
を
導
入
し
て

い
る
団
体
が
、
都
道
府
県
に
お
い
て
は
３

団
体
、
市
町
村
に
お
い
て
は
１
１
３
団
体

で
あ
っ
た
。

４
、
県
域
Ｗ
Ａ
Ｎ
の
整
備
状
況
（
都
道
府

県
の
み
回
答
）

　

県
域
Ｗ
Ａ
Ｎ
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

は
、
構
築
済
み
の
団
体
が
、　

団
体
と
最

２６

も
多
か
っ
た
。

５
、
行
政
情
報
化
推
進
に
関
す
る
職
員
・

経
費
の
状
況

　

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
行
政
情
報
化

を
推
進
す
る
行
政
情
報
化
担
当
課
職
員

（
各
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
採
用
さ
れ

た
職
員
で
あ
り
、
行
政
情
報
化
担
当
課
に

所
属
す
る
職
員
）の
職
員
数
に
つ
い
て
は
、

都
道
府
県
に
お
い
て
は
１
、
１
７
９
人
、

市
町
村
に
お
い
て
は
３
２
、
９
０
１
人
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
派
遣
要
員
（
各
地
方
公

共
団
体
に
お
い
て
、
外
部
委
託
等
に
よ
り

業
務
を
委
託
し
、
当
該
業
務
を
処
理
す
る

た
め
に
民
間
企
業
等
か
ら
派
遣
さ
れ
た

者
）
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
に
お
い
て

は
６
０
０
人
、
市
町
村
に
お
い
て
は
２
、

４
４
８
人
で
あ
っ
た
。

　

行
政
情
報
化
推
進
に
関
す
る
経
費
に
つ

い
て
は
、
平
成　

年
度
以
降
の
経
費
に
つ

１３

い
て
は
、
電
子
自
治
体
の
推
進
等
か
ら
増

加
で
推
移
し
て
い
る
。

第
４
節　

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム（
Ｇ
Ｉ

Ｓ
）の
整
備
状
況

１
、
概
況

　

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ：

G
eo-

 
   

graphic
Inform

ation
S
ystem

        
      
      
 
     

）
は
、

『
地
理
的
位
置
を
手
が
か
り
に
位
置
に
関

す
る
情
報
を
持
っ
た
電
子
デ
ー
タ
（
空
間

デ
ー
タ
、
ま
た
は
地
理
情
報
）
を
総
合
的

に
管
理
・
加
工
し
、
視
覚
的
に
表
示
し
、

高
度
な
分
析
や
迅
速
な
判
断
を
可
能
に
す

る
シ
ス
テ
ム
』
で
あ
る
。
政
府
に
お
い
て

は
、
平
成
７
年
度
以
降
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
関
係
省

庁
連
絡
会
議
が
創
設
さ
れ
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
普

及
と
国
土
空
間
デ
ー
タ
基
盤
の
整
備
に
向

け
た
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
。
総
務
省
に

お
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
が
利
用
す
る

地
図
デ
ー
タ
の
う
ち
、
複
数
の
部
局
が
利

用
す
る
デ
ー
タ
（
例
え
ば
、
道
路
、
街
区
、

建
物
及
び
河
川
等
）
を
各
部
局
が
共
用
で

き
る
形
で
整
備
し
、
利
用
し
て
い
く
庁
内

横
断
的
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
統
合
型
Ｇ
Ｉ

Ｓ
の
導
入
を
推
進
し
て
い
る
。

２
、個
別
型
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム（
個
別
型

Ｇ
Ｉ
Ｓ
）

　
 
個
別
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
へ
の
取
組
状
況

（1）
　

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
個
別
型
Ｇ
Ｉ

Ｓ
へ
の
取
組
状
況
は
、
都
道
府
県
に
お
い
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て
は
、
個
別
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
既
に
導
入
し
て

い
る
団
体
は　

団
体
で
あ
り
、
市
町
村
に

４６

お
い
て
は
１
、
１
０
３
団
体
で
あ
っ
た
。

　
 
個
別
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ　

の
主
な
利
用
業
務

（2）
　

都
道
府
県
及
び
市
町
村
に
お
け
る
個
別

型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
主
な
利
用
業
務
は
、
都
道
府

県
に
お
い
て
は
、「
農
林
政
」
業
務
及
び

「
そ
の
他
」業
務
が
そ
れ
ぞ
れ　

団
体
と
最

３３

も
多
く
、
市
町
村
に
お
い
て
は
、「
固
定
資

産
税
」
業
務
が
５
９
１
団
体
が
最
も
多

か
っ
た
。

　
 
個
別
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
開
発
経
費

（3）① 
都
道
府
県
に
お
け
る
個
別
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ

の
開
発
経
費

　

都
道
府
県
に
お
け
る
個
別
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の

開
発
経
費
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
調
査
に

お
い
て
、
最
も
多
額
の
開
発
経
費
が
計
上

さ
れ
て
い
る
の
は「
上
水
道
」業
務
で
あ
っ

た
。

３
、統
合
型
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム（
統
合
型

Ｇ
Ｉ
Ｓ
）

　
 
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
へ
の
取
組
状
況

（1）
　

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
統
合
型
Ｇ
Ｉ

Ｓ
へ
の
取
組
状
況
は
、
都
道
府
県
に
お
い

て
は
、
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
既
に
導
入
し
て

い
る
団
体
は
７
団
体
で
あ
り
、
市
町
村
に

お
い
て
は
１
５
８
団
体
で
あ
っ
た
。

　
 
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
開
発
経
費

（2）① 
都
道
府
県
に
お
け
る
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ

の
開
発
経
費

　

都
道
府
県
に
お
け
る
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の

開
発
経
費
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
調
査
に

お
い
て
、
最
も
多
額
の
開
発
経
費
が
計
上

さ
れ
て
い
る
の
は
「
そ
の
他
」
業
務
、
次

い
で
「
農
林
政
」
業
務
で
あ
っ
た
。

② 
市
町
村
に
お
け
る
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の

開
発
経
費

　

市
町
村
に
お
け
る
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
開

発
経
費
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
調
査
に
お

い
て
、
最
も
多
額
の
開
発
経
費
が
計
上
さ

れ
て
い
る
の
は
「
固
定
資
産
税
」
業
務
で

あ
っ
た
。

　
 
今
後
の
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
展
望

（3）① 
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
効
果
・
整
備
過
程
に

お
け
る
問
題
点

　

統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
効
果
と
し
て
挙
げ
ら

れ
た
項
目
は
、
都
道
府
県
に
お
い
て
は

「
デ
ー
タ
整
備
の
二
重
投
資
の
防
止
」が　
４５

団
体
と
最
も
多
く
、
市
町
村
に
お
い
て
は

「
情
報
の
共
有
化
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
・

高
度
化
」
が
２
、
６
２
９
団
体
と
最
も
多

か
っ
た
。

　

ま
た
、
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
整
備
過
程
に

お
け
る
問
題
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
項
目

は
、
都
道
府
県
に
お
い
て
は
「
財
源
が
な

い
」
が
７
団
体
と
最
も
多
く
、
市
町
村
に

お
い
て
も
「
財
源
が
な
い
」
が
１
６
２
団

体
と
最
も
多
か
っ
た
。

② 
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
担
当
（
予
定
）
部
署

　

統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
担
当
（
予
定
）
部
署

に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
に
お
い
て
は

「
情
報
管
理
の
担
当
部
署
」が　

団
体
と
最

１７

も
多
く
、
市
町
村
に
お
い
て
も
「
情
報
管

理
の
担
当
部
署
」
が
５
４
１
団
体
と
最
も

多
か
っ
た
。（
な
お
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
が
ま
だ
導

入
さ
れ
て
い
な
い
地
方
公
共
団
体
に
お
い

て
は
、
担
当
予
定
部
署
に
つ
い
て
ご
回
答

い
た
だ
い
た
。）

③ 
地
物
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

　

共
用
空
間
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
に
必

要
と
さ
れ
る
地
物
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

は
、
都
道
府
県
に
お
い
て
は
「
道
路
中
心

線
」
及
び
「
河
川
水
涯
線
」
が　

団
体
と

１０

最
も
多
く
、
市
町
村
に
お
い
て
は
「
境
界
」

が
２
２
５
団
体
と
最
も
多
か
っ
た
。

第
２
章　

個
人
情
報
保
護
対
策

第
１
節　

条
例
制
定
団
体
の
推
移

　

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
始
め
た

の
は
昭
和　

年
代
前
半
の
こ
と
で
あ
る

５０

が
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
個
人
情
報
の
処

理
が
進
展
す
る
に
つ
れ
、
個
人
情
報
の
保

護
を
条
例
に
よ
っ
て
制
度
化
す
る
団
体
が

年
々
増
加
し
て
い
る
。

　

平
成　

年
４
月
１
日
現
在
、
都
道
府
県

１５

及
び
市
区
町
村
に
お
い
て
は
、
全
３
、
２

６
０
団
体
中　

・
０
％
（
約
４
分
の
３
）

７４

に
当
た
る
２
、
４
１
３
団
体
が
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
て
お

り
、
制
定
団
体
数
は
前
年
度
と
比
較
し
、

２
５
２
団
体
増
加
し
て
い
る
（　

・
８
％

１１

増
）。

　

都
道
府
県
、
指
定
都
市
及
び
特
別
区
に

お
い
て
は
、
全
て
の
団
体
が
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
の
他
に
個
人
情
報
を
取
り
扱

う
一
部
事
務
組
合
等
に
お
い
て
も
１
３
３

団
体
が
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例

を
制
定
し
て
お
り
、
都
道
府
県
及
び
市
区

町
村
と
併
せ
て
、
２
、
５
４
６
団
体
が
個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
条
例
で
は
な
く
、
規
則
や
規
程

等
に
よ
り
個
人
情
報
保
護
対
策
を
講
じ
て

い
る
市
町
村
が
４
１
５
団
体
あ
り
、
条
例

を
制
定
し
て
い
る
２
、
４
１
３
団
体
と
併

せ
て
、
全
団
体
数
の　

・
７
％
に
当
た
る

８６

２
、
８
２
８
団
体
が
何
ら
か
の
形
で
個
人

情
報
保
護
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

第
２
節　

条
例
の
規
定
内
容

　

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
対

象
デ
ー
タ
の
処
理
範
囲
と
し
て
、
従
来
は

電
子
計
算
機
処
理
に
係
る
個
人
情
報
の
み

を
対
象
と
し
て
い
る
団
体
が
多
か
っ
た

が
、
近
年
は
手
作
業
処
理
（
マ
ニ
ュ
ア
ル

処
理
）
に
係
る
個
人
情
報
も
対
象
と
す
る

団
体
の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
る
主
な

規
定
内
容
と
し
て
は
、
個
人
情
報
の
収

集
・
記
録
の
規
制
、
利
用
・
提
供
の
規
制
、

維
持
管
理
等
に
関
す
る
も
の
、
自
己
情
報

の
開
示
・
訂
正
請
求
等
に
関
す
る
も
の
、

外
部
委
託
に
関
す
る
も
の
、
個
人
情
報
処

理
に
係
る
職
員
等
の
責
務
に
関
す
る
も

の
、
苦
情
処
理
や
不
服
申
立
手
続
等
の
申

出
等
へ
の
措
置
等
が
あ
る
。

個人情報保護の条例制定状況 

47

23

13

582

1,748

2,413

団体数（制定率） 

（100.0） 

（100.0） 

（100.0） 

（87.7） 

（69.6） 

（74.0） 

47

23

13

664

2,513

3,260

総団体数 

都 道 府 県  

特 別 区  

政 令 指 定 都 市  

市（政令指定都市を除く） 

町 村  

合 計  

団 体 区 分  
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政 策

（参考）　全庁LANの整備状況 

2,966
（90.8） 
2,919
（89.1） 
2,240
（97.0） 
644

（100.0） 
13

（95.7） 
22

（100.0） 
47

運

用

団

体

数

 

（91.0） 
29,027
（7.3） 
23,327
（4.6） 
11,601
（15.1） 
10,013
（93.0） 
1,209
（21.9） 
504

（121.3） 
5,700

サ

ー

バ

 

設　置　台　数 

（8.9） 
964,278
（206.6） 
663,722
（93.1） 
233,922
（529.4） 
351,500
（4,289.1） 
55,758
（980.1） 
22,542

（6,394.8） 
300,556

パ

ソ

コ

ン

 

（295.8） 
191,554
（45.9） 
147,590
（23.3） 
58,666
（110.9） 
73,612
（805.9） 
10,477
（210.2） 
4,835

（935.4） 
43,964

プ

リ

ン

タ

 

（58.8） 
2,747
（84.0） 
2,700
（82.2） 
2,065
（91.1） 
605

（92.3） 
12

（78.3） 
18

（100.0） 
47

外　部　接　続 

外
部
接
続
の

有

無

 

団　　体　　数 

（84.3） 
2,395
（73.2） 
2,351
（71.0） 
1,783
（81.3） 
540

（92.3） 
12

（69.6） 
16

（93.6） 
44

外 部 接 続 先 

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ

ト

 

（73.5） 
552

（16.1） 
516

（15.2） 
383

（18.8） 
125

（38.5） 
5

（13.0） 
3

（76.6） 
36

国
の
機
関 

（16.9） 
586

（17.3） 
557

（17.0） 
428

（18.5） 
123

（23.1） 
3

（13.0） 
3

（61.7） 
29

他
の
地
方

公
共
団
体 

（18.0） 
1,555
（47.9） 
1,540
（45.4） 
1,142
（58.6） 
389

（23.1） 
3

（26.1） 
6

（31.9） 
15

市
町
村
内

公
共
施
設 

（47.7） 
341

（10.5） 
336

（10.5） 
265

（10.1） 
67

（15.4） 
2

（8.7） 
2

（10.6） 
5

そ

の

他

 

（10.5） 3,260

3,213

2,513

664

13

23

47

団

　

体

　

数

 

小 計  

町 村  

市（政令指定都市を除く） 

政 令 指 定 都 市  

特 別 区  

合 計  

市
　
町
　
村 

都 道 府 県  

団体区分 

項　目 

※ 下段は普及率（％） 

2,314
（70.6） 
2,267
（65.8） 
1,654
（87.3） 
580

（100.0） 
13

（87.0） 
20

（100.0） 
47

イ

ン

ト

ラ

 

ネ

ッ

ト

 

LANの機能（団体数） 

（71.0） 
2,717
（83.1） 
2,670
（80.2） 
2,015
（93.4） 
620

（100.0） 
13

（95.7） 
22

（100.0） 
47

電
子
メ
ー
ル 

（83.3） 
2,378
（72.5） 
2,331
（69.2） 
1,739
（84.2） 
559

（100.0） 
13

（87.0） 
20

（100.0） 
47

電
子
掲
示
板 

（72.9） 
2,388
（73.1） 
2,349
（70.8） 
1,779
（81.8） 
543

（76.9） 
10

（73.9） 
17

（83.0） 
39

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

管

理

 

（73.3） 
2,097
（64.0） 
2,056
（61.6） 
1,549
（72.6） 
482

（76.9） 
10

（65.2） 
15

（87.2） 
41

施
設
等
管
理 

（64.3） 
861

（26.1） 
839

（24.6） 
617

（32.2） 
214
（7.7） 
1

（30.4） 
7

（46.8） 
22

文

書

管

理

 

（26.4） 
699

（21.0） 
676

（19.2） 
482

（27.7） 
184
（7.7） 
1

（39.1） 
9

（48.9） 
23

電

子

会

議

 

（21.4） 
183
（5.3） 
169
（4.3） 
107
（8.4） 
56

（7.7） 
1

（21.7） 
5

（29.8） 
14

電

子

決

裁

 

（5.6） 
2,656
（81.4） 
2,615
（79.4） 
1,996
（88.1） 
585

（100.0） 
13

（91.3） 
21

（87.2） 
41

フ
ァ
イ
ル
の 

共

有

 

（81.5） 
2,829
（86.8） 
2,788
（84.9） 
2,133
（93.4） 
620

（100.0） 
13

（95.7） 
22

（87.2） 
41

プ
リ
ン
タ
の 

共

有

 

（86.8） 
116
（3.5） 
113
（3.0） 
75

（5.3） 
35

（15.4） 
2

（4.3） 
1

（6.4） 
3

Ｖ
ｏ
ｉ
ｐ
の 

共

有

 

（3.6） 
152
（4.7） 
150
（4.2） 
105
（6.5） 
43

（0.0） 
0

（8.7） 
2

（4.3） 
2

そ

の

他

 

（4.7） 3,260

3,213

2,513

664

13

23

47

団

体

数

 

小 計  

町 村  

市（政令指定都市を除く） 

政 令 指 定 都 市  

特 別 区  

合 計  

市
　
町
　
村 

都 道 府 県  

団体区分 

項　目 

※ 下段は普及率（％） 

2,132
（64.9） 
2,085
（60.7） 
1,525
（80.0） 
531

（76.9） 
10

（82.6） 
19

（100.0） 
47

シ

ス

テ

ム

 

管

理

者

 

運用管理状況（団体数） 

（65.4） 
2,288
（69.8） 
2,242
（66.4） 
1,668
（81.9） 
544

（100.0） 
13

（73.9） 
17

（97.9） 
46

フ
ァ
イ
ア
ー 

ウ

ォ

ー

ル

 

（70.2） 
1,263
（38.1） 
1,225
（32.0） 
805

（58.9） 
391

（76.9） 
10

（82.6） 
19

（80.9） 
38

運

用

管

理

 

規

定

 

（38.7） 
672

（19.9） 
639

（15.8） 
398

（32.4） 
215

（61.5） 
8

（78.3） 
18

（70.2） 
33

障

害

時

 

マ
ニ
ュ
ア
ル 

（20.6） 
1,794
（54.5） 
1,752
（48.5） 
1,218
（75.6） 
502

（92.3） 
12

（87.0） 
20

（89.4） 
42

利
用
者
研
修 

（55.0） 
2,746
（84.0） 
2,699
（81.1） 
2,037
（94.7） 
629

（100.0） 
13

（87.0） 
20

（100.0） 
47

ウ

イ

ル

ス

 

対

策

 

（84.2） 
1,067
（33.2） 
1,067
（32.7） 
822

（36.4） 
242
（0.0） 
0

（13.0） 
3

（0.0） 
0

自

己

 

運用管理体制 

（32.7） 
379

（11.3） 
363

（12.7） 
318
（6.3） 
42

（15.4） 
2

（4.3） 
1

（34.0） 
16

委

託

 

（11.6） 
1,520
（46.3） 
1,489
（43.8） 
1,100
（54.2） 
360

（84.6） 
11

（78.3） 
18

（66.0） 
31

併

用

 

（46.6） 3,260

3,213

2,513

664

13

23

47

団

体

数

 

小 計  

町 村  

市（政令指定都市を除く） 

政 令 指 定 都 市  

特 別 区  

合 計  

市
　
町
　
村 

都 道 府 県  

団体区分 

項　目 

※ 下段は普及率（％） 
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�
三
春
町
の
概
要

　

本
町
は
福
島
県
の
ほ
ぼ
中
央
、
阿
武
隈

山
系
の
西
裾
に
位
置
し
、
中
核
市
で
あ
る

郡
山
市
と
隣
接
す
る
旧
三
春
藩
秋
田
氏
５

万
石
の
小
さ
な
城
下
町
で
あ
る
。
町
域
は

東
西
に　

・
５
㎞
、
南
北
に　

・
７
㎞
の

１２

１５

　

・　

�
で
、
標
高
２
３
０
ｍ
か
ら
５
１

７２

７６

０
ｍ
の
緩
や
か
な
山
並
み
が
続
く
丘
陵
地

で
、
気
候
は
内
陸
性
で
降
雨
・
降
雪
と
も

少
な
い
。
町
の
中
央
部
が
市
街
地
、
北

部
・
南
部
が
農
村
地
域
と
な
っ
て
お
り
、

町
南
部
に
は
国
直
轄
の
三
春
ダ
ム
「
さ
く

ら
湖
」
と
国
指
定
天
然
記
念
物
で
日
本
三

大
桜
の
一
つ
と
い
わ
れ
る
紅
し
だ
れ
の

「
三
春
滝
桜
」
が
あ
る
。

　

昭
和　

年
の
町
村
合
併
で
１
町
６
村
が

３０

合
併
し
て
現
在
の
三
春
町
と
な
り
、
人
口

約
２
万
人
、
世
帯
数
は
約
５
千
７
百
戸

で
、
従
来
は
農
業
主
体
の
就
業
構
造
で

あ
っ
た
が
、
平
成　

年
度
の
国
勢
調
査
で

１２

は
第
１
次
産
業
約　

％
、
第
２
次
産
業
約

１１

　

％
、
第
３
次
産
業　

％
で
あ
る
。

３８

５１

�
主
な
ま
ち
づ
く
り
事
業

　

主
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
は
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。
①
昭
和　

年
度
の
地
域
住
宅

５８

(
)

計
画 
ホ
ー
プ
計
画 
の
指
定
を
受
け
て
の

多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様ななななななななななななななななななななななななななななななななままままままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりとととととととととととととととととととととととととととととととと多様なまちづくりと

三春町三春町
みみ はるはる まちまち

福島県福島県

行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革ででででででででででででででででででででででででででででででででで独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策ををををををををををををををををををををををををををををををををを展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開

満開の花を纏う滝桜

現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレ地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地 トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
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住
宅
の
整
備
、
②
平
成
３
年
度
の
「
う
る

お
い
・
緑
・
景
観
モ
デ
ル
市
町
村
」
の
指

定
を
受
け
て
の
市
街
地
の
整
備
、
③
「
地

域
に
開
か
れ
た
ダ
ム
」
の
指
定
を
受
け
て

の
ダ
ム
周
辺
環
境
整
備
事
業
と
自
然
観
察

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
、
④
田
園
生
活
を

創
造
す
る
た
め
の
事
業
と
し
て
の
「
田
園

生
活
館
」
や
「
紙
漉
の
里
」
の
建
設
、
⑤

「
寝
た
き
り
ゼ
ロ
作
戦
の
推
進
」、「
在
宅

福
祉
が
主
、
施
設
福
祉
が
従
」、「
地
域
に

お
け
る
助
け
合
い
福
祉
」
の
基
本
方
針
に

よ
る
高
齢
者
住
宅
併
設
の
「
福
祉
会
館
」

の
建
設
、
⑥
「
三
春
町
学
校
建
築
研
究
会
」

の
発
足
と
教
育
改
革
を
展
望
し
た
学
校
建

築
の
実
施
、
⑦
「
三
春
町
国
際
交
流
協
会
」

の
発
足
と
米
国
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
市
と
の
姉

妹
都
市
締
結
と
交
流
、
平
成
５
年
度
に
は

日
米
合
作
に
よ
る
国
際
交
流
館
「
ラ
イ
ス

レ
イ
ク
の
家
」
の
建
設
な
ど
で
あ
る
。

�
ま
ち
づ
く
り
協
会
活
動

　

町
民
参
加
を
基
本
に
、
そ
の
合
意
形
成

を
行
い
な
が
ら
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
す
す

め
よ
う
と
、
昭
和　

年
度
に
全
町
的
な
組

５１

織
と
し
て「
三
春
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

を
設
立
し
、
昭
和　

年
度
に
は
町
内
７
地

５７

区
（
町
村
合
併
以
前
の
旧
町
村
単
位
）
に

「
ま
ち
づ
く
り
協
会
」が
設
立
さ
れ
た
。
ま

ち
づ
く
り
協
会
は
、
行
政
区
長
や
地
区
住

民
の
様
々
な
団
体
の
代
議
委
員
が
委
員
と

な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
分
野
ご
と
に
部
会

を
組
織
し
、
地
域
づ
く
り
を
実
践
し
て
い

る
。
ま
た
、
年
１
回
町
執
行
者
等
の
出
席

を
求
め
、
地
域
づ
く
り
に
対
す
る
意
見
交

換
を
行
っ
た
り
町
政
の
執
行
状
況
を
聞
く

「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
を
開
催
し
て
い

る
。
例
年　

月
頃
に
行
わ
れ
、
町
の
新
年

１１

度
予
算
編
成
に
活
か
さ
れ
て
い
る
。

�
行
財
政
改
革
大
綱

　

数
々
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
推
進
し
な

が
ら
の
本
町
の
行
財
政
改
革
は
、
平
成　
１０

年
度
に
策
定
し
た
「
三
春
町
行
財
政
改
革

大
綱
」
が
出
発
点
で
あ
る
。
大
綱
は
「
行

財
政
改
革
の
背
景
」、「
基
本
方
針
」、「
行

財
政
改
革
の
重
点
事
項
」
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
行
財
政
改
革
の
重
点
事
項
と
し
て

は
、
①
事
務
事
業
の
整
理
・
合
理
化
、
②

組
織
機
構
の
改
革
、
③
定
員
管
理
と
給
与

の
適
正
化
、
④
人
材
の
育
成
・
確
保
、
⑤

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
⑥
開
か
れ
た
町

政
の
推
進
、
⑦
経
費
の
節
減
合
理
化
、
⑧

公
有
財
産
の
管
理
運
営
等
を
か
か
げ
、
各

事
項
ご
と
に
小
項
目
を
た
て
て
具
体
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
以
下
は
、
そ
の
主
な

取
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

�
事
務
事
業
評
価
管
理
方
式
の
導
入

　

平
成　

年
度
か
ら
、
各
担
当
者
が
自
ら

１０

の
担
当
業
務
を
自
己
評
価
す
る
こ
と
を
主

旨
と
し
て
「
事
務
事
業
評
価
管
理
表
」
の

作
成
に
着
手
し
た
。
現
在
ま
で
、
町
独
自

の
事
務
事
業
評
価
管
理
方
式
に
基
づ
き
、

毎
年
２
０
０
以
上
の
事
務
事
業
に
つ
い
て

管
理
表
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
務

事
業
の
評
価
と
改
善
に
努
め
て
い
る
。
ま

た
、
財
政
分
析
と
し
て
、
平
成　

年
度
か

１０

ら
普
通
会
計
の
貸
借
対
照
表
を
作
成
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
平
成　

年
度
か
ら
は
決

１３

算
統
計
と
同
様
の
手
法
に
よ
り
、
各
事
業

単
位
ご
と
に
経
常
的
収
支
計
算
書
と
投
資

的
収
支
計
算
書
か
ら
な
る
町
独
自
の
「
行

政
収
支
計
算
書
」
を
事
務
事
業
評
価
管
理

表
と
一
体
的
に
作
成
し
、
事
務
事
業
の
財

政
分
析
を
実
施
し
て
い
る
。

�
文
書
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　

従
前
の
町
の
文
書
管
理
は
、
個
人
の
責

任
に
よ
る
簿
冊
管
理
方
式
で
あ
っ
た
た

め
、
文
書
の
私
物
化
、
文
書
検
索
の
非
効

率
化
、
職
務
環
境
の
悪
化
な
ど
の
欠
点
が

あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
を
解
消
す
る

た
め
、
行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
平

成　

年
度
よ
り
文
書
管
理
の
手
法
と
し

１０
て
、
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
全
庁
的

に
導
入
し
た
。
そ
の
特
徴
と
し
て
は
、
①

フ
ォ
ル
ダ
ー
へ
の
文
書
収
納
、
ガ
イ
ド
を

利
用
し
た
文
書
分
類
及
び
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

利
用
に
よ
る
文
書
の
共
有
化
、
②
フ
ァ
イ

リ
ン
グ
基
準
表
に
よ
る
文
書
発
生
か
ら
保

存
・
廃
棄
ま
で
の
文
書
の
効
率
的
な
一
貫

管
理
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

文
書
検
索
性
の
向
上
、
事
務
の
効
率
化
、

�
さ
く
ら
湖
自
然
観
察
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

�
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

�
田
園
生
活
館
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職
務
能
率
の
向
上
、
執
務
環
境
の
向
上
、

町
民
へ
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
な
ど
の
効
果

が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
も
、
毎

月
１
回
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
の
日
と
定
め
、
職

場
ご
と
に
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
状
況
の
自
主
点

検
と
各
職
場
の
文
書
管
理
責
任
者
か
ら
な

る
文
書
主
義
委
員
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

文
書
主
義
の
徹
底
に
努
め
て
い
る
。

�
民
間
委
託
の
推
進

　

民
間
委
託
が
進
ん
で
い
る
部
門
は
企
業

局
で
あ
る
。
本
町
の
企
業
局
は
水
道
事
業

（
水
道
・
簡
易
水
道
）、
下
水
道
事
業
等
（
公

共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
・
個
別
排
水

処
理
）、
宅
地
造
成
事
業
の
６
事
業
を
担

当
し
て
い
る
。
従
来
、
水
道
事
業
以
外
は

長
部
局
が
特
別
会
計
で

担
当
し
て
い
た
が
、
平

成　

年
度
か
ら
６
事
業

１４
す
べ
て
に
つ
い
て
地
方

公
営
企
業
法
適
用
と

し
、「
水
道
事
業
会

計
」、「
下
水
道
事
業
等

会
計
」、「
宅
地
造
成
事

業
会
計
」
の
３
つ
の
会

計
を
企
業
局
が
管
理
運

営
し
て
い
る
。
事
業
統

合
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

は
、
①
管
理
業
務
の
集

中
処
理
に
よ
る
人
員
・

経
費
の
削
減
、
②
技
術

職
員
の
集
中
配
置
に
よ

る
職
員
の
能
力
開
発
、

③
上
下
水
道
窓
ロ
一
本

化
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
、
④
水
道
・
下
水
道
、
浄
化
槽

の
工
事
の
一
元
的
管
理
、
⑤
公
共
下
水

道
、
農
業
集
落
排
水
、
合
併
処
理
浄
化
槽

等
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
生
活
排
水
を
総

合
的
に
整
備
で
き
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
る
。
さ
ら
に
企
業
局
で
は
、
事
業
の
管

理
運
営
業
務
を
積
極
的
に
民
間
へ
委
託
し

て
い
る
。
そ
の
主
な
も
の
は
上
下
水
道
施

設
運
転
管
理
、
会
計
・
料
金
事
務
、
上
下

水
道
施
設
管
理
台
帳
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整

備
、
施
設
の
清
掃
、
施
設
緑
地
の
管
理
な

ど
で
あ
る
。

　

業
務
委
託
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
①
専
門
業

者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
そ
の
ま
ま
活
用
で
き

る
、
②
人
件
費
等
の
コ
ス
ト
削
減
が
で
き

る
（
町
職
員
数
は
従
来
の
半
分
以
下
）、
③

経
営
資
源
（
ひ
と
・
も
の
・
か
ね
・
情
報
）

確
保
の
リ
ス
ク
が
回
避
で
き
る
こ
と
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
る
。

�
組
織
機
構
の
改
革

　

執
行
機
関
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
役
割
と
位
置
付
け
を
明
確
に
し
て
集
団

型
の
実
務
者
機
関
の
組
織
と
す
る
た
め
、

平
成　

年
度
か
ら
従
来
の
上
位
下
達
式
の

１３

課
・
係
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
構
造
を
廃
止
し
、

長
部
局
を
３
つ
の
部
門
に
括
り
、
個
人
担

当
・
個
人
責
任
制
の
フ
ラ
ッ
ト
構
造
に
改

め
、
よ
り
機
動
的
な
組
織
と
し
た
。
こ
れ

に
伴
い
課
長
、
課
長
補
佐
、
係
長
と
い
っ

た
「
職
名
」
は
廃
止
し
、
参
事
、
総
括
主

幹
、
主
幹
、
主
任
主
査
、
主
査
、
主
事
と

い
っ
た
「
職
能
名
」
の
み
を
残
し
た
。
な

お
、
本
町
で
は
平
成　

年
度
か
ら
助
役
が

１２

収
入
役
の
事
務
を
兼
掌
し
て
い
る
。

�
政
策
協
議
機
関
の
設
置

　

地
方
分
権
に
よ
り
、
地
方
自
治
体
に
は

高
度
の
専
門
性
な
ど
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
政
策
形
成
過
程
の
透
明
性

を
図
り
政
策
立
案
と
決
定
責
任
を
明
確
に

す
る
た
め
に
、
長
の
諮
問
機
関
で
あ
っ
た

既
存
の
町
振
興
対
策
審
議
会
を
活
用
し

て
、
町
民
代
表
の
委
員
、
学
識
経
験
者
な

ど
に
よ
る
公
開
の
会
議
を
開
催
し
、
政
策

･

討
論 
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
審
議

会
は
「
政
策
課
題
の
提
起
」、「
政
策
課
題

の
協
議
」、「
報
告
」
な
ど
と
い
う
形
で
議

題
を
内
容
に
よ
っ
て
分
け
て
毎
月
開
催
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
職
員
員
に

は
政
策
課
題
に
対
応
す
る
情
報
収
集
、
事

務
整
理
能
力
や
方
針
、
計
画
を
ま
と
め
あ

げ
た
り
説
明
す
る
能
力
が
一
層
求
め
ら

れ
、
職
員
の
政
策
形
成
能
力
の
向
上
も
図

ら
れ
て
い
る
。

�
今
後
の
課
題

　

本
町
は
、
現
在
国
が
推
進
し
て
い
る
市

町
村
合
併
問
題
に
つ
い
て
、
７
地
区
ま
ち

づ
く
り
協
会
を
単
位
と
す
る
「
地
区
住

民
」、「
町
議
会
」、「
町
執
行
者
」
が
一
体

と
な
り
昨
年
度
協
議
検
討
を
行
っ
た
。
そ

の
結
果
、
当
面
合
併
し
な
い
で
三
春
町
の

歴
史
、
文
化
と
自
然
を
活
か
し
、
ま
ち
づ

く
り
を
継
続
し
て
推
進
す
る
こ
と
に
決
定

し
た
。
し
か
し
、
人
口
２
万
人
規
模
の
本

町
が
特
色
あ
る
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
を
継

続
す
る
た
め
に
は
、
従
来
進
め
て
き
た

数
々
の
行
財
政
改
革
を
検
証
し
つ
つ
、

「
事
務
事
業
評
価
管
理
」を
よ
り
向
上
さ
せ

行
政
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
不
可
欠
と

い
え
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
職
員
一
人
ひ

と
り
が
事
務
事
業
評
価
管
理
の
目
的
を
理

解
し
、
分
析
能
力
や
政
策
形
成
能
力
を
身

に
付
け
、
さ
ら
に
は
住
民
に
き
ち
ん
と
説

明
し
、
理
解
さ
れ
信
頼
さ
れ
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
事
務
事
業
評
価
管
理
シ
ス
テ

ム
が
行
財
政
改
革
の
特
効
薬
で
は
な
い
が

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
定
着
さ
せ
行
財
政

改
革
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。

(

　
 
三
春
町
財
政
企
画
総
括
主
幹

)

橋
本　

国
春 

　
　

�
月
１
回
の
「
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
の
日
」



（第三種郵便物認可） 第２４６０号平成１５年１１月１７日９ 町 村 週 報

情 報

�

�

　

町
は
、
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し

て
、
乳
幼
児
の
医
療
費
助
成
の
対
象

を
小
学
校
六
年
生
ま
で
拡
大
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
道
と
町
の
施
策
に
よ
っ

て
小
学
校
入
学
前
の
幼
児
の
入
院
・

外
来
の
医
療
費
は
無
料
と
し
て
い
た

が
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
ね
ら
い
に
、
町
独
自
の
措
置
に

よ
っ
て
対
象
を
拡
大
し
た
。

�

�

　

町
は
、
り
ん
ご
ま
る
か
じ
り
条
例

実
証
モ
デ
ル
事
業
を
始
め
た
。リ
ン

ゴ
や
運
搬
用
箱
に
添
付
さ
れ
た
認
証

シ
ー
ル
に
印
刷
し
て
あ
る
Ｉ
Ｄ
を
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
入
力
す
る
と
、

生
産
者
名
や
リ
ン
ゴ
園
の
場
所
、
使

用
し
た
農
薬
、
出
荷
日
等
の
情
報
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。町
内
約
千
三

百
の
農
家
が
参
加
し
て
い
る
。

�

�

　

町
は
、
世
界
自
然
遺
産
白
神
山
地

の
わ
き
水
を
非
加
熱
で
除
菌
し
た
ミ

ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
「
白
神
山
水
」

を
第
三
セ
ク
タ
ー
が
運
営
す
る
工
場

「
白
神
山
水
の
館
」
で
生
産
し
、
全
国

各
地
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
販
売
し
て

い
る
。
ま
た
、
会
員
制
の
販
売
シ
ス

テ
ム
も
発
足
し
、
会
員
に
は
市
価
の

半
額
程
度
で
提
供
し
て
い
る
。

�

�

　

町
は
、
効
率
的
か
つ
臨
機
応
変
に

行
政
課
題
な
ど
に
対
応
で
き
る
よ

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

北
海
道

上
磯
町

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	



青
森
県

板
柳
町

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�

秋
田
県

藤
里
町

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�

福
島
県

只
見
町

う
、
役
場
の
組
織
を
改
編
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
七
課
を
総
務
企
画
課
、
町

民
生
活
課
、
産
業
振
興
課
、
環
境
整

備
課
の
四
課
に
再
編
・
統
合
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
課
に
新
た
に
班
を
設
置
。

課
長
補
佐
職
を
班
長
と
し
、
係
長
職

を
廃
止
し
た
。

�

�

　

合
併
後
間
も
な
い
町
は
、
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
町
の
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
く
た
め
全
庁
的
な
職
員
の

グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
た
。
発
足
し

た
の
は
「
神
流
川
リ
バ
イ
バ
ル
推
進

グ
ル
ー
プ
」「
特
別
政
策
グ
ル
ー
プ
」

「
福
祉
等
複
合
施
設
設
置
推
進
グ

ル
ー
プ
」
の
三
グ
ル
ー
プ
で
、
現
在
、

政
策
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

�

�

　

男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
に
向
け

た
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い
る
町
は
、

町
民
に
男
女
共
同
参
画
へ
の
関
心
を

高
め
て
も
ら
う
た
め
、
日
常
生
活
で

よ
く
目
に
す
る
ご
み
袋
に
標
語
「
女

（
ひ
と
）
と
男
（
ひ
と
）
が
支
え
あ

い　

と
も
に
歩
む
み
ら
い
づ
く
り
」

を
印
刷
し
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
る
。

�

�

　

町
は
、
役
場
で
不
要
に
な
っ
た
パ

ソ
コ
ン
を
地
域
で
の
Ｉ
Ｔ
普
及
に
役

立
て
よ
う
と
、
新
機
器
導
入
に
伴
い

リ
ー
ス
切
れ
と
な
っ
た
旧
機
器
を
地

域
団
体
に
無
償
で
貸
与
し
て
い
る
。

貸
し
出
し
て
い
る
の
は
ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン
約
百
台
や
ス
キ
ャ
ナ
ー
、
プ
リ

ン
タ
ー
な
ど
で
、
地
域
に
拠
点
を
置

く
五
人
以
上
の
団
体
が
対
象
。

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

群
馬
県

神
流
町

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�

山
梨
県

田
富
町

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�

富
山
県

福
光
町

�

�

　

村
は
、
特
定
農
地
貸
付
法
に
よ
り

開
設
者
が
自
治
体
と
農
協
に
限
定
さ

れ
て
い
る
市
民
農
園
が
、「
ふ
れ
あ
い

交
流
農
園
特
区
」
に
指
定
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
村
内
の
農
家
で
も
開
設
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
市

民
農
園
開
設
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し

た
。開
設
方
法
や
料
金
の
目
安
な
ど

を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
。

　

町
は
、
地
方
交
付
税
の
振
り
替
え

財
源
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債
を
活

用
し
、
住
民
参
加
型
市
場
公
募
債
を

発
行
す
る
。
発
行
額
は
三
億
円
で
、

静
岡
銀
行
が
引
受
金
融
機
関
と
な
っ

て
平
成
十
六
年
一
月
に
発
行
し
て
い

く
予
定
。
調
達
し
た
資
金
は
、
青
少

年
健
全
育
成
な
ど
人
づ
く
り
の
ソ
フ

ト
事
業
等
に
充
て
て
い
く
。

�

�

　

町
教
委
は
、
独
自
の
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
教
職
を
目
指
す
大
学
生
が
教

師
の
助
手
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
務

め
、
学
習
を
支
援
す
る
取
り
組
み

で
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
や
教

職
を
目
指
す
学
生
に
経
験
を
積
ん
で

も
ら
う
の
が
ね
ら
い
。
現
在
、
モ
デ

ル
小
学
校
一
校
で
実
施
し
て
い
る
。

�

�

　

町
は
、
町
保
有
の
山
を
保
全
・
管

理
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成
す
る

里
山
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
行

政
主
導
で
整
備
す
る
の
で
は
な
く
、

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�

長
野
県

売
木
村

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
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�
�

愛
知
県

吉
良
町

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�

大
阪
府

能
勢
町

参
加
者
手
づ
く
り
で
森
林
保
全
を
進

め
て
い
く
た
め
、
講
師
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
委
託
し
て
い
る
の
が
特

徴
。
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
含
め
、
養
成

講
座
を
開
催
し
て
い
る
。

�

�

　

町
は
、
敬
老
の
日
に
七
十
七
歳
以

上
の
高
齢
者
に
贈
呈
し
て
い
る
「
敬

老
金
」
を
、
こ
れ
ま
で
の
現
金
か
ら

町
内
で
の
み
使
う
こ
と
が
で
き
る
商

品
券
に
切
り
替
え
て
支
給
し
た
。
町

内
の
産
業
振
興
が
ね
ら
い
で
、
敬
老

金
の
額
は
七
十
七
歳
以
上
が
七
千

円
、
八
十
八
歳
以
上
が
一
万
円
。

　

江
戸
時
代
末
期
か
ら
戦
前
ま
で
の

古
い
建
造
物
が
旧
街
道
沿
い
に
残
っ

て
い
る
町
は
、
古
い
町
並
み
を
保
存

す
る
た
め
の
事
務
所「
町
並
み
工
房
」

を
開
設
し
た
。
同
工
房
に
は
町
職
員

を
二
人
配
置
し
、
国
の
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
指
定
を
目
指
し

て
、
保
存
地
区
の
設
定
な
ど
に
向
け

た
事
務
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

　

町
は
、
百
二
十
席
の
固
定
席
を
設

け
た
視
聴
覚
室
が
あ
る
町
立
図
書
館

で
無
料
の
映
画
会
を
開
催
し
て
い

る
。
毎
週
水
曜
日
は
大
人
向
け
の

「
水
曜
名
画
座
」、
土
・
日
曜
日
は
親

子
連
れ
を
対
象
に
し
た
「
親
子
映
画

会
」
を
開
催
。
十
月
に
は
「
高
齢
者

名
作
映
画
鑑
賞
月
間
」
を
企
画
し
、

懐
か
し
い
名
画
を
上
映
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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随 想
   　

高
知
県
の
中
央
部
を
縦
断
す
る
仁

淀
川
は
、
そ
の
源
を
石
鎚
山
（
一
九
八

二
メ
ー
ト
ル
）
に
発
し
、
延
長
一
二
四

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
そ
の
水
質
は
日
本
最

後
の
清
流
と
言
わ
れ
る
四
万
十
川
よ
り

も
優
れ
、
急
流
の
た
め
上
・
中
流
は
面

河
渓
谷
等
奇
岩
奇
石
。
四
季
の
色
彩
に

富
ん
だ
清
流
で
あ
る
。
吾
川
村
は
そ
の

中
流
部
に
位
置
し
、
愛
媛
県
と
県
境
を

接
す
る
。
四
国
山
脈
の
高
峰
の
一
つ
、

明
神
山
（
一
五
四
一
メ
ー
ト
ル
）
を
背

景
に
水
と
緑
の
大
自
然
の
村
で
あ
る
。

　

村
の
シ
ン
ボ
ル
、
ひ
ょ
う
た
ん
桜
は
、

国
道
三
三
号
（
高
知
市
よ
り
四
五
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
）
よ
り
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

山
の
中
腹
に
あ
る
。学
名
は
ウ
バ
ヒ
ガ

ン
、 
蕾 
が
瓢 
箪

    

に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か

つ
ぼ
み 
ひ
ょ
う
た
ん

ら
、
地
元
で
は
ず
っ
と
こ
の
名
で
親
し

ま
れ
て
い
る
。県
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
、
樹
齢
五
百
年
、
根
回
り
八

メ
ー
ト
ル
、
樹
高
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
枝

下
面
積
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
、
枝
が
四

方
に
拡
が
っ
て
い
た
が
、
平
成
四
年
、

こ
の
地
を
襲
っ
た
台
風
に
よ
り
、
直
径

六
〇
余
り
の
大
枝
を
無
惨
に
折
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
そ
の
後
、
若
枝
が
力
強
い

生
命
力
を
見
せ
て
い
る
。花
は
、
小
輪

一
重
の
淡
桃
色
、
下
方
か
ら
咲
き
始
め

上
部
へ
四
・
五
日
か
け
咲
く
古
木
だ
け

に
、
長
い
年
月
を
風
雪
に
耐
え
て
き
た

神
秘
的
な
風
格
が
あ
る
。

　

十
数
年
前
、
全
国
ネ
ッ
ト
で
放
送
さ

れ
て
以
来
、
全
国
か
ら
桜
見
物
の
車
が

一
日
千
台
を
越
し
、
狭
い
山
道
へ
押
し

寄
せ
る
た
め
、
村
で
は
駐
車
場
の
整
備

や
、
道
路
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
も
の

の
、
対
応
に
追
い
つ
か
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
二
〇
戸
足
ら
ず

の
こ
の
集
落
は
俄
然
活
気
づ
く
。
眺
望

が
良
く
、
三
方
千
メ
ー
ト
ル
級
の
四
国

の
連
山
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
桜
は

期
間
が
短
い
。
少
し
で
も
訪
れ
た
人
達

に
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
周
辺
一

帯
に
シ
バ
ザ
ク
ラ
（
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

を
植
え
、
シ
バ
ザ
ク
ラ
の
名
所
と
し
て

も
知
ら
れ
て
き
た
。

　

吾
川
村
は
八
三
パ
ー
セ
ン
ト
が
山
林

で
あ
る
。
し
か
し
、
林
業
は
一
町
村
で

解
決
で
き
る
課
題
で
は
な
い
。
生
産
か

ら
加
工
、
販
売
ま
で
、
川
上
か
ら
川
下

ま
で
の
対
策
を
仁
淀
川
流
域
の
広
域
で

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

吾
川
村
に
は
茶
以
外
、
こ
れ
と
い
っ

た
特
産
物
は
な
い
。
地
域
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
の
地
域
の

特
性
を
生
か
し
な
が
ら
交
流
人
口
を
増

し
、
色
々
な
体
験
を
通
じ
、
森
の
大
切

さ
や
森
の
素
晴
ら
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
活
性
化
を
図
っ
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
る
。

　

森
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、「
桜
の
森
」

「
風
の
森
」「
神
の
森
」「
水
の
森
」「
湯

の
森
」「
学
び
の
森
」の
森
構
想
で
あ
る
。

「
桜
の
森
」
は
前
述
し
た
様
に
、
駐
車
場

の
整
備
が
終
わ
れ
ば
一
段
落
す
る
。
あ

と
は
地
域
の
人
が
ど
う
活
か
し
て
い
く

か
だ
。

　

平
成
三
年
、
村
は
明
神
山
に
吾
川
ス

カ
イ
パ
ー
ク
を
開
設
し
た
。
こ
の
辺
り

一
帯
は
昔
か
ら
上
昇
気
流
の
吹
く
事
で

知
ら
れ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
風
の
森
で

あ
る
。
明
神
山
頂
か
ら
パ
ラ
グ
ラ
イ

ダ
ー
で
ス
カ
イ
パ
ー
ク
へ
飛
来
す
る
。

プ
ロ
向
き
の
エ
リ
ア
だ
と
言
わ
れ
る
。

　
「
神
の
森
」は
菜
野
川
神
社
の
伝
承
郷

土
芸
能
数
百
年
の
歴
史
を
持
つ
、
国
の

無
形
文
化
財
・
名
野
川
磐
門
神
楽
、「
水

の
森
」
は
、
県
立
自
然
公
園
・
中
津
渓

谷
。
平
成
九
年
、
村
は
そ
れ
ぞ
れ
の
森

の
拠
点
と
し
て
、
こ
の
中
津
渓
谷
の
入

り
口
に
温
泉
宿
泊
施
設
「
ゆ
の
森
」
を

　■
 

森
を
活
か
す
為
に

高知県町村会長

 吾  川 村 長
あ がわ

藤�富士登

△

吾
川
ス
カ
イ
パ
ー
ク　

ひょうたん桜ひょうたん桜
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建
設
し
た
。村
内
産
の
木
材
を
使
い
、

木
の
香
匂
う
コ
テ
ー
ジ
、
地
元
の
食
材

を
使
っ
た
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
洋
風
料
理
の

レ
ス
ト
ラ
ン
、
木
風
呂
の
露
天
風
呂
は

予
想
を
越
え
る
客
足
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
現
在
村
が
最
も
力
を
注
い

で
い
る
の
が
、
明
神
山
に
つ
な
が
る
長

坂
山
一
帯
を
、
生
き
た
教
育
の
場
に
し

よ
う
と
の
「
学
び
の
森
」
構
想
。こ
れ
は

森
の
形
を
風
景
画
の
様
に
デ
ザ
イ
ン

し
、
そ
の
為
に
必
要
な
調
査
に
参
加
し

て
楽
し
み
な
が
ら
、
森
と
の
関
係
を
学

ぼ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。長
坂
山
に

自
生
す
る
、
絶
滅
危
�
種
に
区
分
さ
れ

て
い
る
ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
を
始
め
、
ヤ
マ
ト

グ
サ
や
ワ
タ
ナ
ベ
草
な
ど
、
貴
重
な
山

野
草
の
保
護
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

吾
川
村
が
抱
え
る
課
題
は
、
ど
こ
の

村
に
も
共
通
す
る
少
子
高
齢
化
。環
境

問
題
や
心
の
ケ
ア
が
叫
ば
れ
る
現
在
、

我
々
の
村
の
宝
で
も
あ
る「
森
」
と
い
う

も
の
を
新
た
に
捉
え
直
し
、
都
会
の

人
々
と
の
交
流
の
場
を
創
出
し
て
い
き

た
い
。そ
れ
に
よ
る
活
力
を
得
な
が
ら
、

地
の
利
と
自
然
を
上
手
に
活
か
し
た
農

業
や
産
業
の
育
成
を
図
り
、
若
者
の
定

住
を
促
し
た
い
。ひ
ょ
う
た
ん
桜
や
、

天
か
ら
授
か
っ
た
「
森
」
と
い
う
古
来
の

財
産
を
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
向
け
た

新
し
い
方
向
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

　

滋
賀
県
町
村
会
は
十
月
七
日
の
定
期
総

会
で
次
の
と
お
り
会
長
を
選
出
し
た
。

滋
賀
県
町
村
会
長

野
洲
郡
中
主
町
長 

田 
中
   

政

た 

な
か

ま
さ

 
  
 
之 ゆき

昭
八
年
五
月
三
十
一
日
生

【
住
所
】滋
賀
県
野
洲
郡
中
主
町
大
字
木
部

八
一
二
番
地

【
町
村
長
に
当
選
す
る
ま
で
の
経
歴
】▽
昭

和
四
十
二
年
中
主
町
議
会
議
員
▽
昭
和
五

十
八
年
中
主
町
助
役

【
町
村
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
四
回

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】▽
平
成
十
一
年
滋

賀
県
町
村
会
監
事
▽
平
成
十
四
年
滋
賀
県

町
村
会
副
会
長

【
主
な
業
績
】▽
豊
積
の
里
総
合
セ
ン
タ
ー

（
文
化
ホ
ー
ル
・
公
民
館
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

建
設
▽
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
▽
防
災

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
▽
幼
稚
園

建
設
▽
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
建
設
▽

広
域
斎
場
建
設
▽
最
終
処
分
場
建
設
▽
湖

岸
開
発
株
式
会
社
設
立

【
趣
味
】
ゴ
ル
フ

【
家
族
】
妻
・
息
子
夫
婦
・
孫
二
人

x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴
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社
会
保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
は
十

月
二
十
七
日
、
今
後
の
制
度
全
般
に
わ
た

る
見
直
し
に
つ
い
て
の
論
点
項
目
を
整
理

し
た
。

　

同
部
会
は
こ
れ
ま
で
、
平
成
十
五
年
五

月
よ
り
五
回
に
わ
た
り
開
催
し
て
お
り
、

第
一
期
事
業
運
営
期
間
の
制
度
の
運
営
状

況
等
を
踏
ま
え
て
論
点
項
目
を
整
理
し

た
。
主
な
論
点
は
①
保
険
者
の
適
正
規
模

（
現
行
の
市
町
村
単
位
の
保
険
者
の
あ
り

方
・
広
域
化
）
や
機
能
・
権
限
②
第
２
号

被
保
険
者
の
範
囲
拡
大
（
対
象
年
齢
四
〇

歳
か
ら
三
〇
歳
に
）
と
第
１
号
被
保
険
者

負
担
割
合
の
軽
減
③
急
増
し
て
い
る
要
支

援
・
要
介
護
１
の
廃
止
を
含
め
た
認
定
区

分
の
簡
素
化
や
給
付
の
在
り
方
④
施
設
・

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
を
含
め
た

保
険
給
付
の
均
衡
化
⑤
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の

多
様
性
の
検
討
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
急
増

へ
の
対
応
等
（
指
定
基
準
見
直
し
や
住
所

地
特
例
等
の
検
討
）
⑥
医
療
等
と
の
連
携

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
仕
組
み
づ
く
り

⑦
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
質
の
検
証
が
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
⑧
事
業
者
の
指
導
監
督
等
⑨

要
介
護
認
定
に
お
け
る
地
域
差
・
認
定
の

質
・
事
務
手
続
の
改
善
⑩
調
整
交
付
金
五

％
に
つ
い
て
（
現
行
二
五
％
か
ら
の
枠
外

化
）
⑪
負
担
・
給
付
の
両
面
か
ら
医
療
・

年
金
・
介
護
な
ど
社
会
保
障
全
般
の
制
度

横
断
的
な
視
点
か
ら
見
た
介
護
の
あ
り
方

な
ど
が
揚
げ
ら
れ
た
。

　

今
後
は
、
お
お
よ
そ
平
成
十
六
年
三
月

ま
で
目
途
に
そ
れ
ぞ
れ
の
論
点
に
沿
っ
て

審
議
を
進
め
、
六
月
ま
で
に
議
論
の
と
り

ま
と
め
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。

介
護
保
険
制
度
見
直
し
論
点
を
整
理

―
介
護
保
険
部
会
―

低
温
等
に
よ
る
農
作
物
の
被
害

状
況
を
公
表 

―
農
水
省
―

　

全
国
半
島
振
興
市
町
村
協
議
会
（
会
長

脇
本
哲
也
・
北
海
道
知
内
町
長
）
を
は
じ

め
、
半
島
地
域
の
振
興
を
目
的
と
し
て
組

織
さ
れ
て
い
る
半
島
関
係
三
協
議
会
（
半

島
地
域
振
興
対
策
協
議
会
、
半
島
地
域
振

興
対
策
議
会
議
長
連
絡
協
議
会
）
は
、
来

る
十
二
月
二
日
、
半
島
振
興
計
画
の
推
進

及
び
豊
か
な
資
源
を
活
用
し
た
振
興
施
策

の
充
実
等
を
図
る
た
め
、
半
島
振
興
対
策

促
進
大
会
を
開
催
す
る
。

　
　

半
島
地
域
で
は
、
昭
和
六
十
年
に
半

島
地
域
の
総
合
的
な
振
興
を
目
的
と
し
て

半
島
振
興
法
が
制
定
さ
れ
て
以
来
、
交
通

基
盤
の
整
備
等
に
着
実
な
成
果
が
現
れ
て

い
る
も
の
の
、
本
格
的
な
少
子
高
齢
化
時

代
を
迎
え
人
口
の
減
少
が
進
行
す
る
中
、

交
通
通
信
体
系
、
産
業
基
盤
、
生
活
環
境

の
整
備
等
依
然
と
し
て
多
く
の
課
題
を
抱

え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
し
、
今
後
の

半
島
地
域
の
更
な
る
振
興
を
図
る
と
と

に
、
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
と
い
う
基
本

的
な
考
え
方
を
踏
ま
え
た
地
域
の
個
性
を

生
か
し
た
発
展
を
実
現
す
る
た
め
、
同
大

会
は
、
年
末
の
国
の
予
算
編
成
時
期
に
あ

わ
せ
、
毎
年
、
半
島
関
係
三
協
議
会
共
催

に
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

大
会
で
は
、
国
土
交
通
副
大
臣
、
衆
・

参
の
国
土
交
通
委
員
会
委
員
長
、
自
由
民

主
党
半
島
振
興
委
員
会
委
員
長
等
を
招

き
、
平
成
十
七
年
三
月
末
を
も
っ
て
期
限

を
迎
え
る
半
島
振
興
法
の
延
長
と
更
な
る

充
実
等
を
求
め
る
大
会
決
議
の
採
択
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
昨
年
に
引

き
続
き
、
半
島
地
域
の
振
興
の
た
め
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
先
進
的
な
事
例
に
つ
い

て
、
石
川
県
及
び
長
崎
県
大
島
町
か
ら
事

例
報
告
を
聴
取
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

半
島
振
興
対
策
促
進
大
会
に
つ
い
て

　

農
水
省
は
、
十
月
二
十
八
日
、
本
年
の

低
温
等
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
状
況
（
十

月
十
五
日
現
在
）
を
公
表
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
本
年
は
、
五
月
中
・
下

旬
は
低
気
圧
、
前
線
等
の
影
響
で
東
日
本

の
太
平
洋
岸
や
西
日
本
で
曇
り
や
雨
の
日

が
多
く
、
六
月
以
降
も
梅
雨
前
線
の
停
滞

等
に
よ
り
、
北
日
本
か
ら
西
日
本
で
顕
著

な
低
温
・
日
照
不
足
・
多
雨
と
な
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
北
日
本
及
び
東
日
本
を
中

心
に
、
水
稲
の
不
稔
、
生
育
遅
延
に
よ
る

登
熟
不
良
及
び
い
も
ち
病
等
の
関
連
病

害
、
豆
類
に
着
さ
や
数
の
減
少
及
び
粒
の

肥
大
不
良
、
野
菜
に
着
花
（
果
）
の
減
少

及
び
小
玉
化
、
果
樹
に
果
実
の
肥
大
不
良

及
び
生
理
障
害
、
飼
料
作
物
に
生
育
不
良

等
が
発
生
し
た
。

　

農
作
物
別
の
被
害
見
込
金
額
は
、
水
陸

稲
が
二
、
九
八
四
億
円
（
被
害
総
額
の
七

八
％
）、
次
い
で
野
菜
が
二
七
四
億
円
（
同

七
％
）、
果
樹
が
一
五
七
億
円
（
同
四
％
）、

雑
穀
・
豆
類
が
一
四
六
億
円
（
同
四
％
）

等
と
な
っ
て
お
り
、
農
業
地
域
別
に
は
、

東
北
の
被
害
が
最
も
大
き
く
一
、
六
五
二

億
円
（
被
害
総
額
の
四
三
％
）、
次
い
で
北

海
道
が
六
〇
七
億
円
（
同
一
六
％
）、
関

東
・
東
山
が
五
五
三
億
円
（
同
一
五
％
）、

九
州
が
三
〇
二
億
円
（
同
八
％
）、
北
陸
が

二
四
六
億
円
（
同
六
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ほ
ど
大
規
模
な
低
温
等
に
よ
る
農

作
物
被
害
は
平
成
五
年
以
来
十
年
振
り

で
、
政
府
は
既
に
、
農
業
共
済
金
の
早
期

支
払
い
や
天
災
融
資
法
等
に
基
づ
く
総
額

二
一
〇
億
円
に
及
ぶ
低
利
融
資
枠
の
設
定

等
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。


